	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「新・中学保健体育の学習2年」知識の確認
保健編4章
教科書p.108～109　　　　　　年　　　組　　　番　名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　１　傷害の原因と防止


✐知識の確認　　しっかり理解できたものにチェック☑をつけましょう。
①傷害とその原因
□毎年、事故や（　　　　　　）によって多くの死傷者が出ています。特に中学生では、事故による死者の多くは、（　　　　　　）や水難事故によるものです。
□学校での事故による傷害は、（　　　　　　　）や（　　　　）授業で多く発生しています。
□傷害は、（　　　　）要因と（　　　　）要因が関わり合って起こります。人的要因とは危険な行動や不安定な（　　　　）の状態であり、環境要因とは危険な物、場所や状況、自然の悪条件などです。
②傷害の防止
□傷害を防ぐためには、人的要因への対策として、状況を把握し、（　　　　）して、安全に行動すること、つまり（　　　　　　）・危険回避の能力を身に付けることや、環境要因への対策として、危険な物、場所についての（　　　　）・整備・改善などを行うことです。
□地震や台風などの自然災害については、国や地域社会が行う（　　　　）対策とともに、家庭や学校での日頃からの（　　　　）が大切です。


memo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
教科書p.110～111　　　　　　年　　　組　　　番　名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　２　交通事故の現状と原因


✐知識の確認　　しっかり理解できたものにチェック☑をつけましょう。
①中学生の交通事故の特徴
□中学生の交通事故は（　　　　　　　　）に多く起こっています。その中でも、無謀な運転や（　　　　　）を守らないことによる事故が多く起こっています。
□近年では、（　　　　　）と歩行者、自転車同士の交通事故も増えています。自転車乗用中の交通事故では、（　　　　　）が加害者となることが多く起きています。
②交通事故の原因
□交通事故は、（　　　　）要因、（　　　　）要因、（　　　　）要因が複雑に関わり合って起こります。
□人的要因：飛び出し、（　　　　）無視などの危険な行動、
不安定な心身の状態、（　　　　）を守る態度の欠如、
危険を予測する能力の不足
□環境要因：交差点、狭い道路などの道路の状況がよくない場所、
安全（　　　　）の不備、
自然の悪条件
□車両要因：車両の欠陥や（　　　　）不良、
内輪差などの車両の特性
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教科書p.112～113　　　　　　年　　　組　　　番　名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　３　交通事故の防止


✐知識の確認　　しっかり理解できたものにチェック☑をつけましょう。
①安全な行動と危険予測
□交通事故を防ぐためには、（　　　　　　）を守って安全に行動することが必要です。
□自分の（　　　　）の状態、（　　　　）や気象などの周囲の状況、自分以外の人の
（　　　　　　　　　）や見ているもの、車両の（　　　　）などをつかみ、危険予測をして行動することが大切です。
②安全な環境づくり
□交通事故を防ぐには、信号機や道路標識の設置、交通（　　　　）の実施など、交通環境の（　　　　）が必要です。
□近年では、誰もがより（　　　　）で快適に通行できるようにするため、市街地や生活道路などで、（　　　）を優先した交通環境づくりが進められています。
例えば、（　　　　　　　　　　）やゾーン30などがあります。
車両の整備と安全装備の使用
□車両の欠陥や（　　　　　　）は交通事故につながります。乗車する前には、車両の
（　　　　）・整備をすることが大切です。
□安全のための（　　　　）を正しく使用することも重要です。
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教科書p.114～115　　　　　　年　　　組　　　番　名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　４　犯罪被害の防止


✐知識の確認　　しっかり理解できたものにチェック☑をつけましょう。
①犯罪被害の予測と回避
□犯罪被害は、（　　　　　）をはじめとする身近なところで起きています。中学生は、興味・関心や（　　　　　　）が広がるため、犯罪被害にあう可能性も小学生の頃に比べて高くなります。
□犯罪被害による傷害を防ぐためには、危険を（　　　　）し、犯罪が起こりやすい
（　　　　）や場面に近づかないことが有効です。
□身に危険が迫った場合には、逃げる、大声を出す、（　　　　　　　）を鳴らすなど、危険を回避するための適切な行動をとる必要があります。
②防犯の取り組み
□犯罪を生み出さないために、地域では、「（　　　　　   　　）の家」や自主的な見回り活動などの取り組みを進めています。自治体や警察などでは、危険な（　　　　）の改善、犯罪被害の（　　　　）の収集・公開、防犯教室などを行っています。
□犯罪被害による傷害を防ぐためには、自分の身は（　　　　）で守るという意識を持つこと、地域の（　　　　）、自治体、警察などが連携して防犯対策に取り組むことが大切です。
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教科書p.116～117　　　　　　年　　　組　　　番　名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　５　自然災害に備えて


✐知識の確認　　しっかり理解できたものにチェック☑をつけましょう。
①自然災害
□日本では、地震や（　　　　）、大雨、大雪などの自然災害によって、（　　　　）や生活が脅かされることが少なくありません。
□地震は発生（　　　　）が困難で、建物の（　　　　）や家具の（　　　　）、器物の落
下などを引き起こし、重大な傷害の原因となります。
□地震に伴って起こる津波や土砂崩れ、地割れ、（　　　　）などによる（　　　　　　）が被害を大きくすることもあります。
②災害への備えと発生時の行動
□自然災害による被害を防止するためには、避難する場所や（　　　　）を確認するなど、日頃からの（　　　　）が大切です。
□自然災害が発生したときには、（　　　　　　）を正確に把握する必要があります。また、状況を的確に（　　　　）し、自分や周りの人の（　　　　　　　）のために、落ち着いて、素早く行動することが必要です。
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教科書p.122～123　　　　　　年　　　組　　　番　名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　６　応急手当の意義と基本


✐知識の確認　　しっかり理解できたものにチェック☑をつけましょう。
①応急手当の意義
□けが人や病人が出た場合、その場に居合わせた人は、傷病者の状態と周囲の状況を
（　　　　）し、適切な（　　　　）や通報をする必要があります。この手当を
（　　　　　　）といいます。
②心肺蘇生法の基本
□傷病者を発見した場合は、まず、（　　　　）で十分に応急手当が行える場所かなどを確
　認し、必要があれば（　　　　）します。傷病者に近づけない場合は、直ちに
（　　　　）をします。
□傷病者に近づけたら、（　　　　）の確認をします。反応がないか判断に迷う場合は、助けを求め、通報をし、（　　　　　　）を行います。この場合は、まず（　　　　　　）を行います。近くに（　　　　　）がある場合は、それを用いた手当を行います。
③きずの手当の基本
□きずの手当の基本は、①（　　　　）を止める　②（　　　　）感染を防ぐ
③（　　　　）を和らげることです。
□出血が多い場合には、直ちに（　　　　）が必要です。
　止血法の基本は、（　　　　　　　　　）です。
□骨折が疑われる場合は、患部を動かさないよう（　　　　）をする必要があります。
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